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研究成果の概要：本研究は、アメリカ合衆国を含む南北アメリカ各国における多文化主義と社

会運動のあり方を、グローバルか時代におけるアイデンティティ再構築の動きとして捉え、そ

の歴史的意義と問題点、課題を明らかにしようとするものである。３年間にわたって多文化主

義政策の策定と実施に関わる政府機関と先住民およびアフリカ系人の社会運動組織での聴き取

り調査および資料収集に努める一方、２年目にはベネズエラで、３年目にはブラジルで国際研

究集会を開催して成果発表と意見交換を行った。 
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１．研究開始当初の背景 
 1980 年代後半から 1990 年代にかけて、ラ
テンアメリカのいくつかの国々では民主化
を背景に、先住民やアフリカ系人の権利獲得
運動が活発となる一方、多文化主義に基づく
政策が採用されるようになった。また、アメ
リカ合衆国では、1960 年代以来の黒人に対す
る積極的差別是正政策が見直されるように
なるとともに、ラテンアメリカをはじめ新し
い移民の増大によって多文化状況が進展し
た。本プロジェクトの研究代表者および研究
分担者は、逸早くラテンアメリカ各国におけ
るマイノリティの社会運動と多文化主義政

策に注目し、個別の研究成果を挙げてきてい
たが、グローバル化という事態を視野に入れ、
アメリカ合衆国を含めた南北アメリカ全体
の動向を総合的に研究したいという問題関
心を共有していた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の総体的な目的は、南北アメリカに
おける多文化主義と社会運動のあり方を、グ
ローバルか時代におけるアイデンティティ
再構築の動きとして捉え、その歴史的意義と
問題点、課題を明らかにする、ということで
ある。そのため、次の２点について重点的に



調査・研究することとした。 
（１）ラテンアメリカ各国における多文化主
義の現状を把握し、それを生み出した背景を
明らかにするとともに、国民創造や人種・民
族関係の歴史の中に位置づけ、その歴史的移
民を探る。その際、新しい社会運動、なかで
も人種的・民族的マイノリティの権利獲得運
動との呼応／拮抗関係に注目する。 
（２）人種主義撤廃運動や積極的差別是正政
策の長い経験をもつ一方、近年、その成果へ
の批判や見直しが起こっているアメリカ合
衆国の現状をふまえ、多文化主義の問題点と
課題を理論的に明らかにする。また、多文化
主義の理論と実践をめぐる、アメリカ合衆国
を含めた南北アメリカ諸国の相互関連を明
らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）ラテンアメリカ諸国における多文化主
義は新しい状況であるので、本プロジェクト
では現状の把握を第１の課題とする。そこで、
本プロジェクトのメンバーを地域別に３グ
ループ（アメリカ合衆国・ブラジル／アンデ
ス地域／メキシコ）に分け、メンバー相互の
協力を図りながら現地調査を行う。 
（２）現地では、関係機関および関係者への
聴き取り調査と資料収集に加え、積極的に研
究者との意見交換に努めるとともに、社会運
動の活動家や政策策定者など、当事者への研
究成果の還元を図る。 
（３）現地調査で得られた多文化主義と社会
運動に関する知見を歴史的に位置づけるた
め、主に文献研究を通して、南北アメリカ各
国の国民創造過程と国民統合の論理の変遷
を検証する。 
 
４．研究成果 
 本プロジェクトによって、ブラジル、ベネ
ズエラ、コロンビア、エクアドル、ペルー、
メキシコ、アメリカ合衆国における多文化主
義の現状がかなり明らかになった。具体的な
点として、次の３つ挙げることができる。 
（１）研究対象としたラテンアメリカ諸国に
おいては、多文化主義は多かれ少なかれ公式
の言説となっており、マイノリティの権利拡
大を推進するための積極的差別是正措置の
導入が政治日程に上っている。他方、マイノ
リティの権利獲得を求めてきた先住民やア
フリカ系人の社会運動は、多文化主義を標榜
する政権や、いわゆる「左派政権」の政策策
定に関与するようになるとともに、コオプテ
ーションやポピュリズムの弊害が目立って
きた。その意味で、多文化主義を実現してき
た民主主義の質、言い換えれば、新しい社会
運動が切り開いてきた「新しい公共圏」のあ
り方が問われる段階に入ったと言える。 
（２）積極的差別是正措置が導入されたラテ

ンアメリカ諸国は、1960 年代半ば以降のア
メリカ合衆国の経験から多くを学んでいる
が、現在のアメリカ合衆国において積極的差
別是正措置が直面している問題については、
ラテンアメリカ諸国においてはやや認識が
薄いように思われる。この「ズレ」が何に起
因するものであるのかは、今後の課題である。
仮説としては、アメリカ合衆国とラテンアメ
リカ諸国の政治的・経済的・社会的・歴史的
な文脈の相違に起因するもの、あるいは積極
的差別是正措置が導入される時期的な差異
に起因している、ということが考えられる。 
（３）本プロジェクトで研究対象としたラテ
ンアメリカ諸国のうち、多文化主義の受容と
いう点では、ペルーは総体的に消極的である
と言える。本プロジェクトでは、アルゼンチ
ン、チリといった南米の主要国や中米諸国を
調査することができなかったが、歴史的・社
会的な共通点の多いペルーとボリビアの対
照的な現状を含め、ラテンアメリカの多文化
主義と社会運動については、さらに研究対象
を拡げて考察する必要があろう。 
 なお、研究期間は３年であるため、本プロ
ジェクトの直接の成果は第２、３年度を中心
に発表した。その中で、2007 年 9 月に国立
アンデス大学（ベネズエラ、メリダ）で開催
した国際セミナー「文化的多様性と南北アメ
リカにおける社会運動」と、2008 年 9 月に
ブラジル大統領府人権特別局および連邦下
院第１委員会室で開催した国際コロキアム
「多様性・多文化主義・社会運動−南北アメ
リカにおけるアファーマティヴ・アクション
の今」は特筆に値するであろう。この２つの
国際研究集会にはのべ 30名を超える研究者、
政策策定者、社会運動家の参加を得、研究レ
ベルでの国際連携を実現することができた。
また、2009 年 6 月開催の日本ラテンアメリ
カ学会第 30 回定期大会（東京外国語大学）
においては、大会シンポジウム「ラテンアメ
リカの民主主義と社会運動」で研究代表者の
鈴木茂がコーディネータを務めたほか、３人
の研究分担者がパネリストとして本プロジ
ェクトに関連する報告を行った。 
 なお、上記の２つの国際研究集会を収録し
た映像をはじめ、本プロジェクトで収集した
映像記録は、可能なかぎり web 上で公開する
予定である。 
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